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ベルナール・ギー『異端審問職の実務』
(抄訳)
鈴木 暁
1 .はじめに
異端カタリ派には様々な関心が寄せられている。純粋に宗教的な観点か
らの研究の他，思想史的に古代マニ教とのつながり，同じく古代グノーシ
ス主義との関連，更にはシモーヌ・ヴェーユのような特異な思想家がカタ
リ派に特別な関心を抱き論及してきた。本稿で取り上げる『異端審問職の
実務j (Practic αofficii Inquistionis heretice pravit αtis) (以下『実務』
と略す)は，このカタリ派を含め， 14 世紀初頭の南フランスにおける様々
な異端の壊滅を目指した説教者修道会(通称ドミニコ会)の異端審問官ベ
ルナール・ギー (Bernad Gui ，ラテン名 Bernadus Guidonis) が，当
時の異端 4 派並びにその他各種異端の教義やそれらに対する尋問のしかた
などを書き記したものである o
ギーはウンベルト・エーコ原作の映画『バラの名前J では，狙った獲物
は決して逃さず，捕らえた異端者を容赦なく火刑台へ送るような冷徹な人
物に描かれているが，その実像は多少異なるようだ。ギー自身が下した判
決を収めたいわゆる「トウールーズ判決集』を調べたドゥーエによれば，
判決を下した930 人のうち， 89 人は故人で， 40 人は逃亡中の者。生存者の
うち，火刑は42 人，投獄が307 人で，大半は巡礼を科されたり，服に十字
のしるしをつけることを義務付けられている o 現代的な信教の自由という
観点からすれば，異端が故に火刑に処すというのは野蛮・残酷・残虐以外
の何ものでもないが，ギーが誰彼構わず火刑台に送ったわけではないこと
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がこれからも知られるのである。
本稿では『実務J、のうち， r異端者，帰依者そしてその共犯者を探索し
尋問するための方法，手段そして妙策について」と題された第 5部の中か
ら，序文に当たる「教示もしくは総論」とカタリ派に充てられた第 1章を
訳出する。訳に先立ち，著者と『実務Jについて略記することとする。
2. 1 ベルナール・ギー略伝
-1261か1262年頃:フランス中部リムーザン (Limousin)地方のロワイ
エール (Roy討e)に生まれる
-13歳か14歳でリムーザン地方リモージュ (Limoges)の説教者修道会修
道院に入る
-1280年9月16日:誓願を立てる
-1307年1月16日フランス南部トウールーズ (Toulouse)地方の異
端審問官
-1317---1318年:教皇ヨハネス2世よりイタリア北部の調整役を任される
・1318年:同教皇よりフランドル近くの調整役を任される
-1323年8月26日:スペイン北西部ガリシア地方・トゥイ (Tuy)の司教に
叙階される(司教叙階後も1323年9月1日の教皇教書に基づいて審問官
職を続ける)
-1324年7月24日:ピエール・プラン (PierreBrun)がギーを引き継ぐ
・1324年7月20日:教皇ヨハネス22世よりフランス南部エロー (Herault)
県ロデーヴ (Lodち:ve)本部に転出
-1331年12月30日:エロー県ロールー (Lauroux)の城で死去
2淘 2 r実務j
「とりわけトウールーズ，カルカソンヌ，アルピ，そしてナルボンヌ地
方とその周辺の司教区における異端審問職について著した 5部構成の論」
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とギ-自身が記しているように, 『実務』は南フランスの異端探索を容易
II ㌔
ならしめるよう,審問官が排他的に使用するために-とはいっても後に
も見るように,すべてがギ-の独創的な著述ではなく,様々な資料と審問
官としての自身の経験とを駆使して-書き上げられたギ-の主著であ
る｡
2.3　『実務』の意義
『実務』がギ-の独創的な著述ではないとはいっても,その意義は決し
て小さくない｡ギ-は文体の洗練には無頓着で,詳細な集成作りを理想と
していた｡このような特徴から『実務』には二つの意義が認められる｡第
一に,ギ-がいなければ正確には知り得ない,もしくはまったく知られな
い過去･同時代の出来事･制度･風俗･教義がこの著作のおかげで知れる
こととなったこと｡そして異端審問裁判所内での様々な機能と13-14世紀
南フランスで各異端が唱えていた教義を見事に伝えていること,これが
I L･
『実務』の第二の意義である｡
2.4　『実務』の構成
H)
全5部からなる『実務』のラテン語原文を校訂･出版したドゥ-工に
従ってその構成を描いたモラによれば次のようになる｡
第1部:召喚･捕縛･出頭に関する38の書式
第2部:総説教(SermoGeneralis)内外での恩赦･減刑に関する46の書
式
第3部:総説教内外での判決に関する47の書式
第4部:審問官の権限･優越･範囲･行使･根拠に関する短く有益な教え
第5部:主部｡カタリ派･ヴァルド派･偽使徒派･ベガン派という4つの
異端派の教義･典礼と審問側の方法論的記述｡あまりページは割
かれていないが,ユダヤ教からキリスト教に改宗後再びユダヤ教
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に改宗した棄教者･魔術使い･悪魔祈痛師･卜占者の異端,並び
())
にこれらの異端に関する手続き状も加えて記述されている｡
なお,ドゥ-エは審問官に関する様々な文書･偽使徒派に関する長い記
述･異端誓絶の書式などを補遺として加えたが, 6種現存している『実
l川
務』の写本の-一つにしか補遺がないこと,ギ-自身｢5部構成の論｣, ｢最
後に魔術使い,卜占者,悪魔祈頑師のペストもしくはペストを撒き散らす
誤りに対して手短に触れ,様々で固有の異端誓絶のしかたが記述されるだ
ll)
ろう｣と書いていることからモラは,ギ-が決定稿を作成するために書き
lご､
留めておいたものを誰かが挿入したと推定している｡モラ版にもその補遺
は収められている｡
2.5　『実務』執筆の時期
『実務』はその執筆時期によって三つに分けられる｡それぞれに含まれ
ている文書の日付,教皇教書や記述のしかた･内容などから,モラは次の
13)
ように推定している｡
第1-3部:1322年9月12日以降
第4部:1314年8月20円から1316年8月7円の間
第5部: 1325年までに完了
2.6　『実務』の源泉
上述のように, 『実務』はギ-の独創的な著作ではなく,先人の著作も
14)
利用されている｡ここではその主なものを挙げておく｡
2.6.1　第1-3部の源泉
司教異端審問記録とギ-の書記が送った文書の内容を再録｡その他の多
くは『トウール-ズ判決集』 (1308-22)から関係者の名･日時･場所を
削除してそのまま書き写している｡ヴァルド派の三つの位階(司教･司
祭･助祭)については,南フランスはアリュージュ(Ariらge)県のパミ
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エ(Pamiers)審問所の記録簿-正確に言えば東南フランスのイゼ-ル
(Is占re)県のレ-モン･ドゥ･ラ･コートウ･サン･タンドレ(Ray-
mond de la cらte Saint-Andr6)なるヴアルド派の助祭が1320年に告白し
たもの-を再録している｡
2.6.2　第4部の源泉
現在5点挙げることのできる13-14世紀にある程度の成功を収めた異端
審問関係の文書を利用している｡パリ国立図書館に所蔵されているそのう
ちの1点を参照し得たモラによれば,筆者不詳のその作品は,教皇教書
『皆ノタメこ』 (Praecunctis) (1267年1月28日)より後で,これとは別
の教皇教書『皆ノタメニ』 (Praecunctis) (1273年4月20日)より前に書
かれたと推定できる｡この筆者の書く『エフェソの信徒-の手紙』 (3章
18節) ｢あなたがたがすべての聖なる者たちと共に,キリストの愛の広
さ,長さ,高さ,深さがどれほどであるかを理解｣ (Comprehenderecum
omnibus sanctis quae sit latitudo et longitudo et sublimitas et profun-
L/
dun)をギ-も引用し(｢異端審問職の権限もしくは権能については,そ
れを構成するI札在が考慮に入れられなければならない｡すなわち,高さ･
捕)
長さ･深さもしくは硬さ,そして広さ｣),その他の部分をギ-は丸写し･
短縮･拡張または手直ししている｡すなわちグレゴリウス10世,ニコラウ
ス4世,ボニフアティウス8世,クレメンス5世によって発布された教皇
教書に則って,先人たちの論を改訂･見直すのが彼の主な務めであり,モ
17)
ラはこうしてギ-が新しく有益な論を書いた,と指摘している｡
2.6.3　第5部の源泉
2.6.3.1　カタリ派
『トウール-ズ判決集』にあるカタリ派に関する章を利用した｡特に
『実務』第1章｢現代のマニ教徒たちの誤りについて｣ (Deerroribus
ManicheorumModerniTemporis)は,完徳者ピェ-ル･オーティエ
(pierreAutier)に対する尋問が基になっている｡第1章最後は『実務』
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第4部の記述を短くまとめている｡
2.6.3.2　ヴァルド派
ヴァルド派に関しては,ギ-自身が名指している次の小論による｡
①エティエンヌ･ドゥ･ブルボン(lhiennedeBourbon)の『聖霊の7
つの贈り物について』 (De septem donis Spiritus Sancti)｡エティエン
ヌ･ドゥ･ブルボンはヴァルド派自身から情報を得ていたためにギ-は
それを高く評価し, 1250年から61年の間に書かれたこの作品を利用して
いる｡
②13世紀の作者不詳の『カトリックと異端主教との論争』 (Disputatio in-
ter catholicum etpaterinum hereticum)｡同書に描かれるヴァルド派
による聖体聖別の典礼をギ-はほとんどそのまま再録している｡
③キリストの体と血の聖変化に関する1242年のいわゆる｢タラゴーナ司
教ピェ-ル･ダルバラの鑑定｣ (La consultation de l'e'U～que de Tar-
ragone Pierre d'Albalat) o
④ギ-が最も多く利用しているのが, 1256年から1271年にかけての小さき
兄弟の修道会(通称フランチェスコ会)のダーフィット･フォン･アウ
クスブルク(DavidvonAugusburg)による『異端審問論』 (Deinqui-
sitione hereticorum)である｡
2.6.3.3　偽使徒派
氏名不詳のイタリア人が1316年5月1日に書いた覚え書にギ-自身の職
歴で得られた-特にピェ-ル･ドゥ･ルーゴ(PierredeLugo)からの
-情報を付け加えている｡覚え書はドゥ-エ版の補遺に収録されてお
り,モラ版にも収められている｡
2.6.3.4　ベガン派
ギ-自身多くのベガン派を召喚し尋問したので,そこで得られた情報を
記載し,ベガン派が広めていた『聖父の死について』 (De transitu sancti
Patris)も再録｡またアリュージュ県ミルポワ(Mirepoix)司教区出身の
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ベルナール･ドゥ･ナ･ジヤクマ(BernarddeNaJacma)からは,小
さき兄弟の修道会士ピェ-ル-ジャン･オリユー(Pierre-JeanOlieu)
に帰せられる作品が伝えられた｡また1319年にアヴィニョン(Avignon)
の8人の神学士によって出されたオリユーの『黙示録注解』に対する評価
をギ-は手に取り,隅々まで読んだ｡
2.6.3.5　ユダヤ人と魔術師
ユダヤ人と魔術師に関しては, 13世紀に遡る異端審問書の一部を利用
し,尋問のしかたの範としている｡
2.7　異端とは
モラは異端を｢ある教義を意識的に拒絶すること,もしくは信仰に反す
るとして教会によって断罪された教義を持つ教団に確固として加入するこ
IH)
とに存する神に対する大逆罪である｣と規定している｡そしてギ-は｢異
端審問職の目的は異端を壊滅させることであり,それは異端者を壊滅しな
ければ壊滅できないし,異端者はその隠匿者,保護者そして擁護者を壊滅
川)
しなければ壊滅できない｣と記している｡
2.8　カタリ派の2種
異端カタ1)派には2種がある｡ギ-はhereticus, perfectus, Manicheus,
hereticus Manicheus, hereticus perfectus, hereticus consolatus, bonus
christianus, perfectus hereticusとcredens, imperfectus (すべて男性単
数主格形)などに分けて書いている｡渡連昌美氏はperfectusに対しては
｢完徳者｣,すぐ後に見るようにcredensとはまだカタリ派に入信しては
いないのでcredensに対しては｢帰依者｣の訳語を充てており,本訳で
もこの呼称を借用する｡ギ一によれば｢完徳者とは,その典礼に従って異
端者の信仰と生活を告白した後,それを保持もしくは維持し,他の者たち
ZO)
を教化する異端者のこと｣であり, ｢帰依者とは,異端者の信仰を持って
104
はいるが,典礼に従う完徳者の生活並びに彼らの守るべきものを守らない
異端者のことを言う｡そしてこの者たちは別に,異端者の誤謬を信じる者
21)
と呼ばれる｣｡なおカタリ派は自分たちこそ正統なるキリスト教徒である
と自認していたので,ローマ教会の信者を｢異端者｣ (hereticus)と呼ん
でいる｡すなわちローマ教会･カタリ派双方が相手を異端呼ばわりしてお
り,どちらのことなのかは文脈から判断しなければならない｡
2.9　帰依者の見分け方
完徳者は,決して宣誓をしない,いかなる殺生もしない,食べ物の禁忌
があるなど簡単に見極めがきくが,帰依者には完徳者に課せられる厳しい
錠もなく,なかなかその見極めは難しい｡しかしギ-は帰依者を見分ける
ための様々なしるしをあげている｡第5章は｢マ二派帰依者-の尋問｣
(Hec autem sunt interrogatoria ad credentes de secta Manicheomm)
22)
と題されているので,ギ一による帰依者の見分け方をまとめておこう｡
2.9.1　帰依者であるとはぼ確定できるしるし
･完徳者に対して｢致善礼｣ (melioramentum)を行った者(｢致善礼｣
とは完徳者の前に脆いて祝福･祈りの手助けを求める儀式である)
･完徳者が祝福したパンを敬慶に受け取り,食べ,保持する者
･ ｢救慰礼｣ (consolamentum)の遂行に承知の上で喜んで参加し,それ
に協力,助言を与える者
･ ｢結縁礼｣ (covenensa)という契約に署名した者
2:i)
･告白礼(seⅣitium)もしくは参進礼(apparelhamentum)に参加する
者(｢告白礼｣とは一種の公開告白で,毎日完徳者の前で,犯された罪
を穏やかでなおかつ非人称的に告発する儀式である)
･完徳者の説教に足繁く自発的に通う者
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2.9.2　確定的ではないが,帰依者であると疑う蓋然性のあるしるし
(-つ一つとしては弱いが,まとまれば強い証拠となる)
･異端の罪を暴かない
･審問官の要請に従わない
･承知の上で異端者と連絡をとる
･異端者を賞賛したり擁護したりする
･異端者の弁護をする
･異端者を捕縛者や牢番から逃れさせる
･異端者捕縛の邪魔をする
･訓戒後,異端者を領地から追放しない
･異端審問裁判所の活動を阻害する
･自分の家で異端者が捕縛される
･法的召喚,召喚状に挑戦する
2.9　本訳の意義
モラ版『実務』は全2巻(LXVII+本文346ページ)の大著-本文は
ラテン語フランス語対訳になっているので実質的には本文は173ページ一
一である｡そのうち本稿の解説執筆のために利用したのはⅩⅩⅩⅠⅩページ
までの解説(残りの部分にはヴァルド派などカタリ派以外の異端各派と審
問の進め方並びに刑罰など,異端審問の全体像が解説されている)であ
る｡訳出部分は全体の序文に当たる｢教示もしくは総論｣ (全4ページ)
と｢現代のマニ教徒について｣ (全12ページ)と題されたカタリ派に関す
る章である｡紙幅が限定されておりこのような分量ではあるが,異端審問
の歴史で名高いベルナール･ギ-の主著であり,ラテン語原文から翻訳し
た意義は決して小さくはない｡
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異端者,
帰依者そしてその共犯者を
探索し尋問するための方法,手段
そして妙策について
24)
教示もしくは総論
ある者が異端もしくは異端者の封助ないし受け入れ,あるいはそれが何
であれ異端審問職に属すること,もしくはいかなる点においても異端審問
職に関わるその他すべてのことに対する罪の疑い,非難そして噂のある者
として自発的に出頭し,もしくは召喚ないし呼び出され聴取ないし尋問さ
れるとき,まず審問官ないしその代理人によって静かにかつ慎重に尋ね諭
され,神の聖福音書にかけて,異端の事実とそれに関わることどもについ
て,そしていかなる点においても異端審問職に属することについて,当事
者としての自分について,証人として生死を問わず他の人について,包み
隠さず偽りのない真実を述べることを誓わなければならない｡
宣誓が終わり,それが受け入れられたら,自発的に異端の事実について
知っていること,知ったこと,聞いたことのことごとくについて真実を述
べるよう問い求められなければならない｡しかしもしその昔がより慎重に
答えるために熟慮のための多少の時間的猶予を求め,それが審問官にとっ
て有益であるように思える場合には,特にその者が欺備ではなく心底から
そう願っているように見えるときは,許してもよいだろう｡そうでなけれ
ば己自身の事実について遅延なく答える義務が負わされるのである｡
その後公証人はその者の出頭した日付を記さなければならない｡すなわ
ち,何年,何月,何々城Fもしくは村,何々司教区の誰某は自発的に出頭,
もしくは召喚ないし呼び出され,聖座の委託によりてフランス王国におけ
る異端審問官である修道士誰某の面前で審問に付され,異端の事実もしく
.，・‘
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は罪，そしてそれに関わることどもについて，当事者としての自分自身の
ことについて，そして生死を問わず他の人について，神の聖福音書にかけ
て包み隠さず偽りのない真実を述べることを誓い，以下のように述べ，告
白した……
注意すべきであるが，もしある者が異端者たちが依拠するのが常である
根拠と権威を引き合いに出して公然とあからさまに信仰に反することを議
論するのであれば，誤りを擁護するというそのことからしてすでにその者
は異端者であると見なされるので，その者は容易に教会の学識ある信者に
よって異端者であると確認されるであろう O しかしながら現代の異端者た
ちは己の誤りを公然と表すよりも密かに隠そうと探し努めるために，聖書
の知識に長けた者でも彼らを異端と認めることができない。というのも，
彼らは言葉のごまかしと考え抜いた狭猪さで逃れるからである O そのため
に彼らによって学識ある者はむしろ狼狽させられてしまうのである O それ
で異端者自身，答えの狐のようで狭滑で複雑な言い逃れによって学識ある
者の手から巧みに隠れることによって学識ある者を笑いものにするのを見
て，誇りを持ち，より一層強固になるのである。
確かに異端者たちが誤りを公然と表さずに隠しているとき，もしくは彼
らに対し確実で、十分な証拠がないときに異端者を捕らえるのはとても難し
い。かかる場合，至る所で審問官にとって困難が生じる o もし告白しない
者，証拠のない者を罰したら良心が責め苛まれる O しかし他方で，もし異
端者たちが狐のような狭滑さで信仰の損害に逃げ込むのであれば，豊富な
経験で異端者たちの虚偽・校猪・好策を知っている審問官の魂はより一層
責め苛まれる o というのも，こうして異端者たちはより一層強固になり，
数を増やし，より狭滑になるからである o 更に世俗の信者たちは，ある者
に対して異端審問官が始めた務めがこのように混乱したままで留まるとこ
ろが蹟きの石となってしまい，学識ある者がこのように粗雑で卑しい者ど
もに愚弄されるのを見て，信仰において多少なりとも無力にされてしま
':JIi稲舟
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うO というのも，世俗の信者たちは我々が信仰の明断で明白な理論的根拠
を持っていることが明らかなので，誰もこの信仰の理論的根拠においては
我々には対抗できないから我々ならすぐにその者を異端と確証できる，そ
して世俗の者でさえ明らかにその信仰の理論的根拠を理解することさえで
きると信じているからだ。従ってかかる場合，信仰に関してこのように狭
滑な異端者に対して，世俗の者の前で議論するのは得策ではない。
注意しなければならないが，すべての病気に対して同じ薬があるのでは
なく，むしろ別々の病気には別々の薬があるように，様々な派のすべての
異端者に対して同じ尋問・審訊・審問法を使うべきではなく，個別の者に
対しても様々な者の場合と同様に，単独で固有な方法を使うべきである。
従って魂の聡明な医者として審問官は審問する者もしくは共に審問する者
に対しては，その状態・境遇・身分・病状・地域について用心深く調査・
探索して行われなければならない。すべての人に対して同じように，同じ
順に一連のすべての尋問をしたり，質問を挿入したりせず，またある人々
に対して同じ質問もしくは同じ数だけの質問で満足せず，主の後押しを得
て，産婆の手によって誤りの垢と深淵から陰険な蛇が出てくるように，分
別の手綱をもって異端者たちの狭滑さに思い巡らせなければならない。
異端者たちに対して唯一間違いのない基準が描かれることはできない。
もしそうであれば，地獄の息子どもは通例の唯一の方法をより以前より予
見してしまうので，それをあたかも畏であるかのように易々と避けたり，
もしくは用心したりさえするであろう O 従って賢い審問官は主のお導きに
よって，証人の答え，告発者の証言，経験が教え込んだことども，自分自
身の本性的な鋭敏さ，一連の審問ないし尋問から機会を捉えるよう用心し
なければならない。
その災悪が信仰の純粋さを大いに害する五つの派，すなわちマニ派・
ヴアルド派もしくはリヨンの貧者・偽使徒派・通称ベガン派・ユダヤ教徒
からキリスト教徒に改宗し，その後ユダヤ教の反吐に立ち戻った者・魔
、:・
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女・予言者・悪魔祈鵡師に対す:る尋問のための何らかの知識を得るため
に，以下に見られるように，一般にそれぞれの派の誤りの源を，次いで尋
問のための形式ないじ方法を先んじてから，順番通りに述べることにしよ
つD
I. 現代のマニ教徒について
[ 1 . ]現代のマニ教徒たちの誤りについて一一マニ教徒たちの宗
派・異端並びに道を踏み外したその門弟たちは二つの神ないし主，すなわ
ち善き神と悪しき神，を認め信仰告白している D すべての自に見えるもの
物質的なものの創造は，彼らが善なる神と言う天の父なる神の業ではな
く，悪魔・サタン・悪しき神による o というのも，それを彼らは悪しき
神，現代の神そしてこの世の創造者と呼んでいるからである。そこで彼ら
はこつの創造主，すなわち神と悪魔?と二つの被造物，すなわち一つは目
に見えぬ非物質的なもの，いま一つは目に見える物質的なものを措定して
いる D
同じく，彼らは二つの教会があると措定している O 一つは彼らが自分た
ちの宗派であると言っている善なる教会，また彼らはそれをイエス・キリ
ストの教会と主張している。もう一つを彼らは悪しき教会と呼ぴ，それが
ローマ教会であると言っている O そしてそれを彼らは厚かましくも売淫の
母，大いなるバピロン，娼婦，悪魔のバジリカ，サタンのシナゴ}グと呼
ぴ，そのすべての階級・品級・組織そして法規を軽蔑し，査めている o そ
してその信仰を持っているすべての人を異端者，誤れる者と呼ぴ，、そして
誰もローマ教会の信仰では救われないと教えている D
同じく，彼らは主イエス・キリストのロ}マ教会のすべての秘跡，すな
わち聖体あるいは祭壇での秘跡・物質的な水で行われる洗礼・堅信・叙
階・終油・告解・男女間の婚姻，その一つ一つを個別的に無益で無駄なも
のであると断言している O そして猿のように，これらの代わりになるほと
:楠均時
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んど同じように見える他のいくつかを担造している o 洗礼の水で行われる
洗礼の代わりに，救慰礼と呼ぶ他のものを担造したり，健康なもしくは病
気のある者を彼らの宗派と品級に迎える際，その呪われた典礼に従って手
を置いたり O
キリストの体である聖体の聖なるパンの代わりに，祝福されたパンもし
くは聖なる祈鵡のパンと呼ぶ何らかのパンを担造し，それを食事の始めに
彼らの典礼に従って手にし，参集者と帰依者たちに祝福して砕き，配る D
告解の秘跡の代わりに，彼らは真の告解が彼らの宗派と品級を支持し保
持することであると言う O 病気であろうと健康であろうと，宗派と品級と
言われるものを支持する者たちに，すべての罪が許される。もし他人に何
かをしたとしても，その宗派と品級に留まるのなら，そのような者たちは
それがいかなるものであれ，他の償いもましてや臆いもなくそのすべての
罪から免れると言っているO その支持する者たちに対し，ペテロ，パウロ
とその他の主イエス・キリストの使徒たちが持っていたのと同じだけの権
能を持つと断言し，またローマ教会の司祭によって行われる罪の告白は救
いにとってまったく価値がなく，ローマ教会の教皇もその他の誰も，ある
者を罪から免れさせる力を持っていないと言ってO
異端完徳者もしくは救慰礼を受けた者がその宗派と品級にある者を受け
入れるとき，彼らは男女間の肉の結婚の秘跡の代わりに，魂と神との聞の
霊的な結婚があると握造している。
同じく，永遠の処女マリアからの主イエス・キリストの受肉を否定す
るD 自然によって他の人聞が持っているのとは異なり，イエスが真の人間
の体も真の人間の肉も持っていなかったと断言している。十字架の受難と
死は真ではなく，死者たちから復活したのも真でもなく，人間の体と肉を
持って天に昇ったのも真ではない。そうではなくすべては比除として起き
たと言っているO
同じく，恵みを得た処女マリアが主イエス・キリストの真の母であるこ
七、、 • 伊白 ‘ ' 、i d  ， • • • 
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とを否定し，肉を持った女でもない。彼らの宗派と品級が処女マリアであ
る，と言っている O すなわち，彼らの宗派と品級に受け入れられるとき，
神の息子たちを産む真の貞潔で処女の臆罪なのである O
同じく，将来の人間の肉体の復活を否定し，その代わりに何らかの霊的
な肉体と内なる人聞を担造し，将来の復活が理解されなければならないの
はそこにおいてであり，そのようなものにおいてなのである o
上述の誤り，そしてそれから必然的に生ずる他の多くの誤りを彼らは持
ち，信じ，教えている o それにもかかわらず言葉と言い回しの外套によっ
て，一見したところ，経験のない人と世俗の人には真の信仰を告白してい
るように見える o 自分はすべてのものの創造者である父なる神と子と精霊
を信じている，と言ってO 自分は聖なるローマ教会，主イエス・キリス
ト，恵みを得た処女マリア，その主イエス・キリストの受肉・受難・復活
と昇天，聖なる洗礼と真の蹟罪，真のキリストの体と婚姻の秘跡を信じて
いると言っ-て o しかし真実によってより慎重に審問し，尋ね，聞き込まれ
たすべての罪を，彼らは上で説明し明らかにした理解のしかたによって二
重の意味で、偽って言っているのである o こうして純朴な人はおろか，経験
のない大いなる学識の持ち主でさえ欺いているのである。そして前述のす
べての誤りを彼らの帰依者たちに教え説いている o そしてそれが暴かれ，
隠すことができなくなると，審問官の前で公然と擁護し，断言し，信仰告
白する o そしてそのときから，この上なく経験のあり勤勉な人によってど
んな方法を用いてもよいから，彼らに回心を勧め，彼らの誤りを見せるの
が職務となる O
こうした異端完徳者を審問官たちは様々な理由でより長く留めるのが常
であった。第一に，より頻繁に回心に誘うために。というのも，マニ派異
端者たちの回心は概して真で，見せかけのものはほとんどないということ
から，これらの者の回心は非常に有益であるからである D それに回心する
とすべてを表し，真実を明らかにし，すべての共犯者を暴く。そこから大
吋蝦~ { 
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いなる収穫が出てくるのである o 同じくこうした異端完徳者が留まらされ
る限り，もし異端者が回心したら彼らによって暴かれてしまうと恐れ，帰
依者と共犯者たちはより容易に自分と他人を告白し暴くのである。しかし
より頻繁に回心を促され望まれた後，戻ることを望まず固執しているよう
であれば，彼らに対する判決が下され，世俗の腕と裁きに棄てられるので
ある D
[ 2 . ]マニ教徒たちの生活のしかたと典礼について一一異端者た
ちの典礼，生活と交際のしかたについては，いくつかのことが述べられる
のが好都合で、ある O これによって彼らがより容易に知られ，捕らえられる
のである。
まずいかなる場合にも彼らは誓わないことを知らなければならない口
同じく，年に三度の四句節に断食をする o すなわち，聖ブリキウスの祝
日から降誕祭まで，五旬節の主日から復活祭まで，そして聖霊降臨祭から
使徒ペテロとパウロの祝日まで。そしてそれぞれの四旬節の最初と最後の
週を厳格な週と呼ぶ。というのも，その聞はパンと水のみを口にし，その
他の週は三日間パンと水のみを口にするから。そして一年の残りのすべて
にわたって，旅の途中か病気でなければ，週の三日はパンと水のみを口に
する。同じく決して肉を食わず，触りさえしない。チーズも卵も食わず，
出産もしくは交接によって肉から生まれたものは食わない。
同じく，いかなるしかたにおいても，どんな動物も烏も殺さないだろ
うO というのも彼らは彼らの典礼に従ってその手を置くことによって彼ら
の宗派と品級に受け入れられなかったとき，人間の体から離れた魂は野生
の動物，更には鳥類の中にさえある。そして一つの体から他の体へと移動
すると言い，信じているからである o
同じく，いかなる女にも触れない。
同じく，帰依者の中，もしくは異端者の中にいるとき，食事の始めにー
. .'~・ t " ~ ...... ・ー "・ご"
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つのパンもしくは一片のパンを祝福し，手巾もしくは首から提げられた何
らかの布片を使って手に取り， r主稿文」を唱えながら小片に砕く O そし
てそのようなパンを彼らは聖なる祈りのパン，砕きのパンと呼ぶ。帰依者
たちは祝福されたパンないし印されたパンと呼ぶ。そしてその一部を食事
の始めに聖体拝領の代わりに食い，帰依者に与え配る。
同じく，帰依者に彼らが致善礼，我らが拝礼と呼ぶ敬意を彼らに対して
表すように教える。すなわち，彼らの前で膝を曲げ，何らかの椅子の上も
しくは地面まで深く身を屈め，手を組んで三度身を屈め，立ち上がり，そ
の都度「祝福を」と言い，最後にこう締めくくる。「よきキリスト教徒よ，
神の祝福とあなたの祝福を。私たちのために，神が悪しき死から守り，私
たちをよき終わり，もしくはキリスト信者の手にお導きになるように主に
祈ってください」。すると異端者が答えて「神と我らからそれ(すなわち
祝福)をとりなさい。そして神が汝らを祝福し，悪しき死より汝らの魂を
抜き出し，よき死へと汝らをお導きになりますように」。悪しき死とは，
異端者はロ}マ教会の信仰で死ぬことを意味している o そしてよき死とキ
リスト教徒の手とは，末期に彼らの典礼に従って彼らの宗派と品級に迎え
入れられることを意味する o そしてこのことをよき死と言っているのであ
るO 前述の敬意の表明は彼らにではなく，彼ら自身の中にあり，そこから
自分たちが保っているという宗派と品級に彼らを迎え入れた精霊になされ
ると言っている。
同じく，帰依者に結縁礼と呼ぶ契約を結ぶように教えている o すなわち
死に際して，彼らの宗派と品級に迎え入れられることを望むようにと o そ
のときから異端者はその者を病気のときも，たとえ言葉を失い通常の記憶
を持つてなくても迎え入れることができるのであるO
[ 3 • ]異端化のしかた，もしくは病人を彼らの宗派と品級に受け
入れるしかたについて一一受け入れるべき者が病気もしくは末期のとき
..，制喝 A
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の彼らの宗派と品級に受け入れるためのしかたは次の通りである o すなわ
ち，異端者が受け入れるべき者に向かつて，もしも話すことができるのな
ら，よきキリスト者になりたいか，あるいは聖なる洗礼を受けたいかどう
か尋ねる。これに対し肯定し， I祝福を」と言ったら，異端者は病人の頭
に手を置き，しかしもしそれが女であれば触れないようにするが，そして
本を置き，福音書の「初めに言があった」から「言は肉となって，わたし
たちの聞に宿られた」までを読む。
それが読まれたら病人はもしできるなら， I主鵡文」を唱える D もしで
きなければ，そのそばにいるもの，もしくは参列者が代わりに唱えるO そ
れが済めば，もしできるなら，病人は頭を傾け，手を組んで「祝福を」と
三度言う D そして参列した他のすべての者は上述の敬意の表し方によって
異端者を崇める。そして異端者は同じ場所もしくは別の離れた場所で地面
まで何度も平伏，身をかがめ，胸を叩き， I主稿文」を何度も身をかがめ
たり起き上がったりしながら唱えるO
[4. ]彼らの教育のしかたについて一一マニ派異端者たちの帰依者
に対する説教と教育のしかたについては一つずつ詳細に語れば長くなるだ
ろう o しかしここではいくつかのものを略述するのが望ましい。
まず概して彼らは自分のことを誓いもせず，嘘もつかず，誰の悪口も言
わず，人も動物も呼吸する生命を持つ何ものも殺さないキリスト者であ
るD そしてキリストとその使徒たちが教えたように主イエス・キリストの
信仰とその福音書を持っている D そして自分たちが使徒たちの地位を占め
ている D そして自分たちはよき人間，よきキリスト者なのに，これらのこ
とゆえに，パリサイ人がキリストとその使徒たちを迫害していたように
ローマ教会の者ども，すなわち高位聖職者・聖職者・修道士，そして特に
異端審問官が彼らを迫害し，彼らを異端者と呼んでいる，と言っている D
同じく，頻繁に世俗の者たちにローマ教会の聖職者と高位聖職者たちの
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悪しき生活について話している O そして倣慢・強欲・食欲・不浄な生活ぶ
りと彼らの知っているその他のすべての悪を詳述し，説明している O そし
て口に言うばかりで行動しないパリサイ人・偽予言者と呼ぶ高位聖職者・
聖職者・修道士の身分に対して，上述のことについて彼らの解釈と理解に
従った福音書と書簡の権威を引き合いに出している。
次いで，教会のすべての秘跡を一つずつ非難し，次のように言ってい
るD 特に聖体の秘跡について，そこにはキリストの体はない。というの
も，もしそれが非常に高い一つの山のように大きかったとしても，すでに
キリスト者がそのすべてを食べてしまったから O 同じく，ホスチアは藁か
ら生じ，雄馬もしくは雌馬の尾を通過する o つまり，粉がふるいで洗浄さ
れるとき，腹の糞i留に送られ，最も恥ずべきところから排出される D 彼ら
が言うには，もしそこに神がいるのなら，こんなことは起こり得ないだろ
つo
同じく，洗礼について，それは物質的で腐敗する水であり，従って悪し
き神の業であり創造であり，魂を聖化することはできない。そうではな
く，聖職者が埋葬の墓のために土地を売り，病者に塗り込むときに病者の
油を売り，また司祭になされる罪の告白を売るように，その水を食欲から
売っているのである。
同じく，彼らが言うに，ローマ教会の司祭になされる告白は何の価値も
ない。司祭は罪人なので，解くことも結ぶこともできず，不浄なので他の
誰をも清めることはできない。
同じく，彼らが言うに，キリストの十字架は礼拝すべきでもなければ，
崇拝すべきものでもない口というのも，父親，近親者もしくは友人が吊る
された十字架を誰も礼拝も崇拝もしないから。同じく，十字架を礼拝する
者は，同じ理由によって，すべての茨と槍を礼拝しなければならないだろ
うO というのも，キリストの受難にあっては，体には十字架が，頭には茨
が，そしてキリストの脇には兵士の槍があったから o そしてその他多くの
f・•. イ
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教会の秘跡について，非難すべきものであると教えている o
同じく，福音書と書簡を，ローマ教会の立場に反し俗語で，自分に都合
のよいように解釈，説明しながら読んでいる D それを一つずつ説明するの
は長くなってしまうだろう O しかし彼らの作り汚した本では，このことに
ついてより多く読まれるし，彼らの帰依者が回心したときの告白では，よ
り多く聞かれるのである。
[ 5 . ]マニ派帰依者への尋問一一一まず尋問されるべき者は尋ねられ
なければならない。どこかで異端者を，そうである，そう呼ばれている，
もしくはそう思われていることを知りながら，もしくは信じながら，見た
ことがあるか知ったことがあるか。どこで，何度，誰と一緒にいるのを，
そしていつ見たか。
同じく，その者たちと何らかの付き合いがあったか口いつ，どのように
して。そして誰がそのような付き合いに取り計らったか。
同じく，自分の家に異端者を受け入れたか。それは誰か。そして誰がそ
こへ彼らを導いたか。どれくらいそこにいたか。誰がそこへ彼らを訪ねに
来たか。そして誰がそこから彼らを連れ出したか。そしてどこへ行った
か。
同じく，彼らの説教並び、に言っていること，教えていることを聞いた
か。
同じく，異端のしかたで彼らを崇拝したか，あるいは誰かが彼らを崇拝
するのを，もしくは彼らに敬意を表するのを見たか。そして崇拝のしかた
はどうであったか。
同じく，彼らの祝福したパンを食べたか。そしてそのパンの祝福のしか
たはどうであったかD
同じく，末期に彼らの宗派と品級に受け入れられることを望む契約，す
なわち結縁礼を彼らに対して結んだかどうか。
"'r. 令、乞 . "'.. '~~.‘-0 
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同じく，異端のしかたで彼らに挨拶したか，あるいは誰かが彼らに挨拶
するのを見たか。すなわち，異端者の両頬に手を置いて，頭を下げ，両頬
に向け，三度「祝福を」と言ってo 完徳者になった帰依者は，異端者が来
たときと帰るときにこの挨拶のしかたを守るのである O
同じく，誰かが異端になるときに居合わせたか。そしてそのしかたはど
うであったか。異端者とそこに居合わせた人の名は何か。病人が横臥して
いた家の中のどこでか。どれくらいの時聞がかかり，何時に行われたか。
異端になった者が異端者に何かを遺贈したか。何をどれくらいか。その異
端者に対して崇拝がなされたか。異端となった者はその病気で死んだか。
どこに埋められたか。異端者を誰がそこへ導き，そこから連れ出したか。
同じく，異端者の信仰に入った異端となった者が救われることができる
と信じたか。
同じく，ローマ教会の信仰と秘跡に対して異端者から何を言われたか，
もしくは教えられたか。聖体の秘跡，洗礼，婚姻，司祭になされる罪の告
解，聖十字架への崇拝もしくは礼拝，その他先に述べた彼らのその他の誤
りについて，彼らが何と言っているのを聞いたか。
同じく，異端者がよき，誠実な人間である。そしてよき信仰，よき宗派，
よき教義を持ち保っている。そしてその異端者と彼らの信仰と宗派におい
て帰依者が救われることができると信じたか。
同じく，どれくらいの閉そう信じ続けていたか。
同じく，初めてそう信じたのはいつか。
同じく，今でもそう信じているか。
同じく，いつ，そしてなぜその信仰から離れたか。
同じく，かつてある異端審問宮の前に召喚もしくは呼び出されたことが
あるか。それはいつ，なぜか。異端の事実について何か告白したか。異端
審問宮の前で異端を棄てたか。許されたか，もしくは赦免されたか。
同じく，そのとき以来，異端の事実にある何らかの罪を犯したか。何
州事臣、
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か。いかにして。以下上に述べられたように尋問する口
同じく，異端者の行為を信じたり同調したり，もしくは異端者を受け入
れた者を知っているか。
同じく，かつてある場所から他の場所へ異端者を伴ったことがあるか。
異端者たちの本を所有したことがあるか。
同じく，両親は帰依者，もしくは異端行為を信じる者であったか，ある
いは異端の事実で臆罪を科せられたか口
これが一般にこの派に対する尋問であるが，ここから異端審問官の勤勉
巧みによってよりしばしばなされるべき特殊なものどもが発せられるので
ある D
[ 6 . ]教示もしくはまとめ一一前述のものどもにおいて，しかしな
がら，次のことに注意し，気づかなければならない。すなわち，このよう
に多くの尋問がなされるにもかかわらず，時が来ればより一層の真実を発
見し無理にも取り出すために，人と事実の多様性に鑑み，その他の尋問が
なされるにもかかわらず，すべての尋問が記述されるのは得策ではなく，
ただ，ことの実態もしくは本質により蓋然的に関わるもの，そしてより真
実を表明していると思えるもののみにするのがよろしい。というのも，も
しある証言においてこれほど多くの尋問が行われたら，尋問がより少ない
他の証言は端折ったものと思われてしまうし，裁判でこんなに多くの尋問
が書かれたら，証人の証言において一致が見られることはほとんどなく，
これは注意し，用心しなければならない。
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dyocesi ， sponte venis vel cit αtus vel voc αtus ， constiuts in judico cor αm 
religioso viro αli N. ， inquisitore heretice pravit αtis in regno Francie per 
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Notandum autem quod ， si aliquis contra fidem apert et manifest dispu-
ta.r叫， ratinoes et auctoritaes quibs consuevrt initi heretici in ・
duceno ， talis faciliter per fideles Eclesie literatos convicertur herticus ， 
cum eo ipso jam herticus censretur quo erom defnre niteretur. Set 
quia mode ロlI heretici quernt et nitur latenter paliare erors suo 
magis quam apert fateri ， ideo viri literati per scientam Scriptuam no 
posunt eos convicer ， quia per falacias verboum et per excogitas astu-
tias dilabuntr; et ideo potius confudtr ab eis viri literati ， et ipsi 
heretici gloriantes per hoc amplius robantur ， vidents quod viris literatis 
ita iludnt quod de manibus eorum per sua vulpinas ， versutias et to 吋ル
osa responium ambges calide celabuntr. 
Nims enim est grave herticos deprhn ubi ipsi no apert confiten-
tur erom set ocultant vel ubi no habentur certa et su 出 cientia testimo-
凶a contra ipsos. In quo casu conurt undiqe an 郡lstie inquirent i. An git 
e凶m conscientia ， ex una parte ， si no confesu nec convictus puniatr ; ex
altera vero parte ， 叩git amplius animum inquirentis informatu de falsitate 
et caliditat et malita talium per exprintam 企equntem ，si evadnt per 
suam vulpinam astuim in fidei nocumentum ， quia ex hoc ipsi amplius 
robantur et multiplcantur et calidiores eficiuntur. Ex altera quoe 
p町 te ，layci fideles inde sumnt materiam scandali quod inceptum inquisi-
tionis negocium contra aliquem quasi confuse relinquitur et quod 出 n modo 
in 缶 mantur in fide ， vidents quod viri literati sic a personis rudibs et vili-
bus ilundtur ， quia credunt nos ita in promptu haber ipsa fidei rationes 
lucidas et apertas quod nuls in his nobis valet obviare quin staim scia-
mus ipsum convicer ， ita quod etiam ipsi layci clare posint ipsa inteli-
ger rationes. Et ideo no expdit in tali casu contra herticos sic astuos de 
fide coram laycis disputare. 
Advertndum autem est quod ， sicut no omnium morborum est eadem 
medicna ， quin potius singulorm diverse sunt et singule medicn ， sic nec 
ad omnes herticos diversaum sectarum idem modus interogandi ， in-
quirendi et ex a.rnin andi est servandu ， set ad singulos ， ut in pluribus ， sin 思1・
laris et proprius est habendus. Ideo inquistor ， ut prudens medicus ani-
marum ， circa persona quas vel cum quibs inquirit ， ipsarum qualitem ， 
conditem ， 
、.
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calium astutias cirumdcat ut ， favente Domino ， de sentina et abyso er 司
roum obstericante manu educatr coluber tortuosus. 
Non enim potest super istis una et infalibilis depingi regula ne ， si fieret ， 
cum fi 1ii tenbraum asuetm modum unicm diutius pravidsent ， ipsum 
tanquam laquem facilius e吋t町 ent ，seu etiam precavernt. Curet igitur sa 同
piens inquisitor ocasinem aciper sive ex depontium responsi sive ex 
atestaionibus acusntim sive ex his que experientia docuit sive e玄 pro 同
pri acumine ingeni sive ex sequntibus questionibus seu interogatoris ， 
sicut Dominus ministrabit. 
Ad habendam autem aliqualem examind notiam ， contra quine sec~ 
tas - scilicet Manicheorum ， item Valdensium seu Pauperum de Lucdno ， 
item Pseudo 同Apostl Ol・ um ，item ilorum qui Bequin vulgariter apelantur ， 
item conversum ex Judeis ad 削 em Christi qui redunt ad vomitum ju~ 
daysmi ac etiam de sortilegis et divinis et de invocatoribus demonum ， quo 縄
問 m pestis plurim obficit fidei puritati - aliqua per ordinem in sequenti~ 
bus subnectm ， premitndo uniscujqe secte eroris materi in ge~ 
nerali et subeqnter ex 田ni 田ldi forma seu modum ， prout in sequnti 司
bus aparebit. 
15) 1n principio erat Verbum ， et Verbum erat apud Deum ， et Deus erat Verbum. 
Hoc erat in principio apud Deum. Omnia per ipsum facta sunt ， et sine ipso 
factum est nihil ; quod factum est in ipso 吋ta erat ， et vita erat lux homi~ 
num ， et lux in tenbris lucet ， et tenbrae eam no comprehndut. Fuit 
homo misu a Deo ， cui nomen erat 10 田mes ; hic venit in tesimonu ， ut 
tesimonu perhibert de lumine ， ut omnes credrent per ilum. Non erat 
ille lux ， sed ut tesimonu perhibert de lumine. Erat lux vera ， quae illu~ 
minat omnem hominem ， venis in mundum. 1n mundo erat ， et mundus per 
ispum factus est ， et mundus eum no cognovit. 1n propria venit ， et sui eum 
no recperunt. Quotq autem recperunt eum ， dedit eis potesam filios 
Dei fieri ， his ， qui credunt in nomie eius ， qui no ex sanguibus nequ ex 
voluntae c副首is nequ ex voluntae viri ， sed ex Dei nati sunt. Et Verbum 
caro factum est et habitavit in nobis ， (Ev αngelium secundm 10 αnem ， 1章
1-14 節) W聖書』からの引用については註14) を参照のこと。
